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「愛と確信を込めて良い知らせを伝える」
（資料：洞‐1「神聖な宣言」、イザ52:7、ペテ一4:11）
	1． 宣教で私たちが抱く愛や確信はどれほど大切ですか？


1 家の方々は私たちの証言の内容よりも私たちの語る雰囲気に注目している場合が多い
2 確信や喜びが伝わるなら、ちょっと聞いてみたいと、気持ちになってくれるかもしれない

	２．どのように愛と確信を込められますか？


1 どんなに善良な人でも慰めや救いを必要としていていることや、人々がこの暗い世の中で苦しみの理由も生きる目的も分からず、もがき苦しんでいることを認識し、同情する
2 それで毎回の訪問で、ねぎらい、気遣い、寄り添い、慰めたいという気持ちを新たにする

	３．どのように良い知らせを家の方の心に残してくることができますか？


1 良い知らせの自分独自の黄金フレーズをじっくり考えて、いろいろ試してみる
2 質問や例えを用いたできるだけ短いフレーズで聖書の良い知らせを心に残してくる
3 一方である人々には、人々の復活や若返ることなど簡単には信じて受け入れてもらえない
4 伝道要因として人々の悩みだけでなく受けている影響も考慮（エホバ、イエス、聖書、良い知らせ、新しい時代、人生の目的とはかなさ、サタンの妨害、世間体/他人の目による制御、救い。など）

	４．宣教で用いることができるどんなフレーズを思いつきますか？


1 命の与え主で人類の救済をいつも願っておられる真(ﾏｺﾄ)の神から遣わされています
2 常に喜びに満たされて健康をずっと楽しめる時代に住んでみたいと思いませんか
3 人気が無くても狭い門を通って命への道筋を見つけるよう皆さんにお勧めしています
4 今の世界の支配者また神が実際には悪魔サタンと呼ばれる悪者であることをご存じでしたか
5 誰もが互いを愛し思いやれる温かい時代がきたら、どんなに素晴らしいと思いませんか
6 自然界や人体の素晴らしさの一方で短く問題の多い人生について(の)不思議に思われませんか
7 隼人高校近くの聖書教育ホールで開かれる＊＊という無料の公開聖書講演会に皆さんをご招待
8 現在が困難で危機的な終わりの時代になっているのはなぜでしょうか？
9 世界中から悪者が居なくならない限り本当に平和な時代は来ないと思いませんか？
10 神が約束された新しく爽やかな時代で、真の幸福を経験したいと思われませんか？
11 命に至る良い知らせを見つけられないように偏見や嘘によって妨害しているのは誰でしょうか？
12 人気がなくても伝え続けられている聖書の知らせの目的とは何でしょうか
13 多くの人から無視されても真のクリスチャンが伝道を楽しめているのはなぜだと思いますか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                                         　　
14 人生の目的だけでなく聖書からあらゆる有益なことを学べるのはなぜでしょうか
15 自分に命を与えてくださった方についてほとんどの人が知らないのは不思議ではないですか
16 この時代の終わりを無事に通過するための救いの知らせをお伝えしています
17 この暗い時代にどうしたら明るく元気に生きていくことができるでしょうか？
18 何のために生きているのか分からないのに有意義な人生を歩める訳がないと思いませんか
（※以上はサンプルで、ご自分で考え確信した得意な表現を用いなければいけない。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	５．結論（イザヤ52:7）


温かく確信のこもった態度で家の方に伝え、音信の爽やかさや喜びや力を感じ取っていただくように
奉仕の話「愛と確信を込めて良い知らせを伝える」20251210.docx
